
令和元年度　文化芸術分野事業調査結果Ａ
◎調査結果Aの対象事業は以下のとおりです。

調査結果Ａの各項目については、以下の内容が記載されています。

○「頁」

・「アカデミー推進計画」の掲載ページ

○「実施計画事業番号」

　・「文京区基本構想実施計画(平成29年度～31年度)」の事業番号

○「事業名」

（所管課） ・事業名

○「目的」

1 文化・芸術に親しむ発表会、大会等の実施 アカデミー推進課 　・事業で達成すべき目的

2 I don't know（能）…NO（能）problem!〜みんなで親しむ「能（Noh）プロジェクト〜 アカデミー推進課 ○「内容」

3 事業提携楽団によるコンサート アカデミー推進課   ・事業の内容

4 小・中学生のための出前コンサート アカデミー推進課 ○「事業費」

5 文の京コミュニティコンサート アカデミー推進課 ・事業に係る予算及び決算

6 小・中学生のための歴史教室 アカデミー推進課 ○「実績（数）」

7 文京ミューズフェスタ アカデミー推進課   ・当初予定数（定員）：当初予定していた参加者数や発行部数等（事業の定員や予算計上時の積算数等）

8 子ども俳句大会 アカデミー推進課 　実績数：実際の参加者数、発行部数等

9 親子向けコンサート アカデミー推進課 　申込数：申込者数等

10 紙媒体による情報提供 アカデミー推進課 ○「参加者満足度」※アンケート未実施の場合、「―」が記載されています。

  ・事業でアンケートを実施した場合、「満足」や「よかった」と回答した割合

1 「アートウォール・シビック」への作品展示 アカデミー推進課 ○「実績（内容）」

2 観客参加型公演 アカデミー推進課   ・30年度事業の実施状況

3 朗読コンテスト アカデミー推進課 ○「成果」

4 かるたの街文京を発信！ アカデミー推進課   ・事業の目的に対して、事業で得られた成果

5 まるキャンマーケット～夏の陣、冬の陣～ アカデミー推進課 ○「課題と改善点」

6 吹奏楽アンサンブルコンテスト アカデミー推進課 ・事業の目的に対して、不十分だった点や改善すべき点

7 楽器演奏指導 アカデミー推進課 ○「今後の方向性」

8 舞台芸術創造事業（大ホール） アカデミー推進課 　・今後の事業の方向性

9 舞台芸術創造事業（小ホール） アカデミー推進課 ○「担当課」・「担当係」

10 シビックコンサート アカデミー推進課 　・事業を担当する課・係

11 カレッジコンサート アカデミー推進課

1 史跡めぐり アカデミー推進課

2 文京ゆかりの文化人顕彰事業 アカデミー推進課

3 文の京ワークショップ アカデミー推進課

4 新・観潮楼歌会 アカデミー推進課

5 「文の京文化発信プロジェクト」 アカデミー推進課

6 文京ふるさと歴史館友の会の支援 アカデミー推進課

7 文京ふるさと歴史館常設展示解説ボランティア アカデミー推進課

8 森鷗外記念館解説ボランティア アカデミー推進課

9 技能名匠認定事業 経済課

10 「来て見て体験」文京の伝統工芸 経済課

11 文京ふるさと歴史館特別展 アカデミー推進課

12 文京ふるさと歴史館収蔵品展 アカデミー推進課

13 森鷗外記念館特別展・コレクション企画 アカデミー推進課

14 映像資料調査・保存事業 アカデミー推進課

15 指定文化財等の保護・保存と管理 教育総務課

16 「文の京」歴史再発見～江戸から明治～ アカデミー推進課

17 文の京ミュージアムネットワーク アカデミー推進課

18 コンピューターによる館内閲覧システム アカデミー推進課

19 文京ふるさと歴史館だより・年報の発行 アカデミー推進課

20 森鷗外記念館ニュース・年報の発行 アカデミー推進課

文化芸術

【分野別目標１】　だれもが文化芸術に親しむことができる環境づくり

【分野別目標２】　文化芸術を鑑賞・創造する活動の支援

【分野別目標３】　「文の京」の文化を守り、伝え、活用する仕組みづくり

資料　１

調査結果Ａの記載内容について

調査票Ａの事業は、主に以下の⑴～⑶に該当する事業です。

⑴ アカデミー推進計画（平成28年３月）のp16～79に掲載されている事業

⑵ 基本構想実施計画（平成29～31年度）に掲載されている事業のうち、

中項目が「生涯学習」「文化振興」「スポーツ振興」「観光」「交流」の事業

⑶ 平成30年度の重点施策事業のうち、「コミュニティ・産業・文化」分野に該当する事業

※それ以外の事業は「令和元年度 文化芸術分野事業調査結果Ｂ」に掲載されています。



令和元年度　文化芸術分野事業調査結果Ａ（平成30年度実施事業）

整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 目的 内容
参加者
満足度

実績（内容） 成果 課題と改善点 担当課 担当係

予算 13,980 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 13,212 実績数 5,928 人 ―

申込数 ― ―

予算 1,048 当初予定数
（定員等）

400 人 ―

決算 1,017 実績数 235 人 58.8%

申込数 318 人 79.5%

予算 29,629 当初予定数
（定員等）

6,528 人 ―

決算 26,811 実績数 6,349 人 97.3%

申込数 ― ―

予算 2,268 当初予定数
（定員等）

4 回 ―

決算 2,268 実績数 4 回 ―

申込数 ― ―

予算 324 当初予定数
（定員等）

2 回 ―

決算 319 実績数 2 回 ―

申込数 ― ―

【分野別目標１】　だれもが文化芸術に親しむことができる環境づくり

（公財）文
京アカデ

ミー

5 42 文03-01
文の京コミュニ
ティコンサート

区民が気軽に文化芸術
に親しむ機会を提供する
ため、区内ミューズネット
施設においてコンサート
を実施する。

区内ミューズネット施設の雰
囲気や特長を活かしたミニ・
コンサートを開催する。

―

ミューズネット施設を会場としたミニ・コ
ンサートを開催し、区民にとってより身
近な施設で生の演奏を聴く機会を提供
することができた。観客の満足度も高
く、地域のニーズにあったコンサートと
なっている。

会場のキャパシティーにより来場者数
に制限せざるを得ない場合があり、課
題となっている。また、引き続き、観客
のニーズにあった公演を実施していく
必要がある。

現状
維持

アカデミー
推進課

（公財）文
京アカデ

ミー

小学校は実施を希望する学校2校、中
学校は行政機構順に年2校の訪問と
なっているため、体験できないまま卒業
してしまう児童・生徒もいることが課題
となっている。また、引き続き、小・中学
生のニーズにあったプログラムを実施
していく必要がある。

現状
維持

アカデミー
推進課

（公財）文
京アカデ

ミー

アカデミー
推進課

文化事業
係

アカデミー
推進課

3 42 文03-02
事業提携楽団によ
るコンサート

文化芸術の振興を図る
ため、事業提携団体によ
る公演を実施する。

区及び（公財）文京アカデ
ミーと事業提携を結ぶ、東京
フィルハーモニー交響楽団
及びシエナ・ウインド・オーケ
ストラの協力によりコンサー
トを開催する。

87.9%

響きの森クラシック・シリーズ及びシエ
ナ・ウインド・オーケストラは共に固定
客が安定化しており、定着が見られる。

【平成20年度～】小学校／東京フィルハーモニー
交響楽団
汐見小学校　10月15日（月）実施　450名
駒本小学校　10月16日（火）実施　350名
【平成23年度～】中学校／シエナ・ウィンド・オーケ
ストラ
第八中学校　6月13日（水）実施　103名
第六中学校　6月15日（金）実施　388名

4 42 文03-01
小・中学生のため
の出前コンサート

子どもたちが身近に文化
芸術に触れる機会を提
供するため、事業提携す
る団体による出前コン
サートを実施する。

区及び（公財）文京アカデ
ミーと事業提携を結ぶ、東京
フィルハーモニー交響楽団
及びシエナ・ウインド・オーケ
ストラの協力により、区立
小・中学校への出前コン
サートを行う。

―
初めて生演奏を聴く児童・生徒もあり、
毎回、高い評価を得ている。

【実施日】
8月12日（日）
【場所】
宝生能楽堂
【内容】
能「土蜘」の鑑賞と、能楽堂バックステージツアー、
面や装束、楽器の体験やARメガネ体験等の体験
を行った。

・昨年度と同じ内容で開催したためか、
申込者数が定員に達しなかった。

現状
維持

【平成22年度～】
日中友好会館　10月17日（水）実施　91人
東京都水道歴史館　2月24日（日）実施　73人

毎年演目や体験内容を変え、
リピーターもより一層能につい
ての理解を深められるような内
容を検討していく。

96.0%

・難しいイメージのある能を体験を踏ま
えた子供向けの事業として実施するこ
とで、伝統文化を若い世代に発信する
ことが出来た。

さらなる顧客の獲得と定着を図ると共
にファンのすそ野を拡大し、ホールの
ファンを増やすことが課題となってい
る。

現状
維持

【平成14年度～】響きの森クラシック・シリーズ
Vol.64　5月26日（土）実施 1,680名
Vol.65　9月8日（土）実施 1,622名
Vol.66　1月12日（土）実施 1,644名
フレッシュ名曲コンサート　ランチタイムコンサート
6月28日（木）実施 316名
【平成22年度～】シエナ・ウインド・オーケストラによ
るコンサート
11月23日（金・祝）実施 1,087名

2

現状
維持

【基本的な方向性（１）】　文化芸術への興味や知識を高める

42

事業費（千円） 実績（数） 今後の方向性

1
文化・芸術に親し
む発表会、大会等

の実施

アカデミー
推進課

文化事業
係

文03-03
区民が文化芸術に親し
む場や、発表の場を与え
る。

区内大学への周知等、若年層
への周知に力を入れ、幅広い
世代が文化芸術に触れあう機
会を提供していく。

文京区秋の文化祭（華道
展、茶会、書道展、絵画
展）、各種つどい・大会事業
（民謡、謡曲、吟剣詩舞道、
合唱、日本舞踊、三曲、民
踊）企画展、区民能楽鑑賞
会を実施する。

84.1％
（企画

展）

様々な事業を行うことで、区民に文化
芸術に親しむ機会や、発表の場を与え
ることが出来た。

文化祭や各種つどいについては、参加
者の固定化や高齢化の傾向があり、規
参加者の開拓が課題となっている。

・秋の文化祭
【実施日】華道展：9月28日～30日、茶会：9月29、
30日、書道展：10月5日～13日、絵画展：10月27日
～11月4日
【場所】展示室Ⅰ、Ⅱ
・各種つどい・大会
【実施日】民謡大会：6月17日、謡曲大会：9月1日、
吟剣詩舞道：9月29日、合唱のつどい：1月20日、
日本舞踊のつどい：2月10日、三曲のつどい：2月
17日、民踊のつどい：3月9日
【場所】小ホール、謡曲大会のみ宝生能楽堂
・企画展「新収蔵品展―区民からのおくりもの－
生誕150年・没後60年横山大観とぶんきょう」
【実施日】2月3日～10日
【場所】展示室Ⅰ
【内容】区所蔵の絵画等の展示と横山大観作品の
展示
・企画展関連講演会「横山大観-時代とともに歩ん
だ画家、その人と芸術-」
【実施日】2月3日【場所】スカイホール
・区民能楽鑑賞会
【実施日】1月27日
【場所】宝生能楽堂

文01-04

I don't know
（能）…NO（能）
problem!〜みんな
で親しむ「能
（Noh）プロジェク
ト〜

鑑賞と体験の両方を行う
ことで、能の難解なイ
メージを刷新し、能へ親
しむ機会を提供する。

公益社団法人宝生会と連携
し、子どもたちにも興味を
持ってもらえるよう、「鑑賞」
と「体験」を交えたプログラム
で実施する。

資料 １
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整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 目的 内容
参加者
満足度

実績（内容） 成果 課題と改善点 担当課 担当係事業費（千円） 実績（数） 今後の方向性

予算 45 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 41 実績数 169 人 ―

申込数 ― ―

予算 125 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 102 実績数 505 人 ―

申込数 ― ―

予算 42 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 32 実績数 905 句 ―

申込数 905 句 ―

予算 4,850 当初予定数
（定員等）

985 人 ―

決算 4,850 実績数 1,052 人 ―

申込数 ― ―

予算 15,464 当初予定数
（定員等）

1,200,000 部 ―

決算 15,464 実績数 1,200,000 部 ―

申込数 ― ―

【基本的な方向性（２）】　だれもが参加しやすい仕組みづくり

【基本的な方向性（３）】　多様な主体・媒体による情報提供の仕組みづくり

（公財）文
京アカデ

ミー

10 44 紙媒体による情報
提供

（公財）文
京アカデ

ミー

文化芸術の振興を図る
ため、親子で鑑賞できる
コンサートを実施する。

区及び（公財）文京アカデ
ミーと事業提携を結ぶ、東京
フィルハーモニー交響楽団
及びシエナ・ウインド・オーケ
ストラの協力により、子ども
が保護者等と一緒に楽しめ
るコンサートを開催する。

90.5%

事業提携団体の協力を得て、親子向け
のコンサートを開催した。自主制作によ
る公演であり、観客から高い評価を得
ている。

内容のリニューアル等、引き続き観客
のニーズにあったプログラムを実施し、
更なる顧客の増加を図ることが課題と
なっている。

（公財）文
京アカデ

ミー

事業に関する情報提供
をする。

区報や指定管理者の発行す
る情報紙により、文化芸術
関連情報を提供する。

―

発行部数毎月100,000部
区内新聞折込配布90.000部
窓口・駅・大学10,000部
経費の半分は財団自主財源で発行

読みやすく、わかりやすい紙面づくりを
する必要がある。

中学生に俳句を通して自
然や四季、日本語の美し
さ、俳句の楽しさを周知
する。

区内中学校在学生を対象
に、俳句を募集し、優秀作品
を発表する。

―

現状
維持

アカデミー
推進課

9 43 文03-02
親子向けコンサー
ト

現状
維持

アカデミー
推進課

指定管理者発行の「スクエア」による文化芸術関
連情報の提供

【平成23年度～】東京フィル・親子で楽しむ〝はじ
めてのオーケストラ″
第1回　7月14日（土） 実施　301名
第2回　7月15日（日） 実施　301名
【平成23年度～】シエナ フルーツの国のおんがく
パーティー♪
第1回　3月2日（土）実施　217名
第2回　3月3日（日）実施　233名

多くの作品をいただき、優れた作品に
は記念品を贈呈した。また、作品集を
発行した。

区立中学校の協力を得て、応募数が
伸びた。今後とも協力関係を維持して
いく必要がある。

現状
維持

アカデミー
推進課

7 43 文京ミューズフェ
スタ

8 43 子ども俳句大会
【平成28年度～】
・中学生俳句大会（募集期間10～11月）
　　応募数905句

歴史館の展示を通じて、
小・中学生の文京区の
歴史に関する理解を深
める。

夏休み期間中にクイズイベ
ントなどを実施し、参加する
ことを契機として、歴史・文
化についての興味や文京区
への愛着を深める。

90.0%

クイズの答えを探しながら、楽しくイベ
ントに参加することで、文京区の歴史
や人々の生活に興味・関心を持っても
らうことができた。

アンケート結果では、参加者が何かを
作るイベントの要望もあり、工夫が必
要。

文化事業
係

本区の特色ある文化・芸
術資産に身近に触れる
機会を区民に提供し、文
の京ミュージアムネット
ワークのより一層の周知
を図ることを目的に実施
する。

区内にある博物館・美術館・
庭園など36施設を結ぶ「文
の京ミュージアムネットワー
ク」の合同イベント。各施設
が持つ文化的資産や歴史的
資産を紹介する。

―
様々な施設が出展し、文の京ミュージ
アムネットワークの周知をすることがで
きた。

出展施設が固定化しつつあり、入場者
数も減少傾向である。

現状
維持

内容をその都度検討しながら、
引き続きミューズ施設の魅力を
幅広く周知するべく事業を展開
していく。

アカデミー
推進課

【実施日】
12月20日
【場所】
展示室Ⅰ
【内容】
ブース出展は14施設、チラシ・ポスター展示10施設
が参加。

【実施期間】
7月15日～9月2日
【場所】
常設展示室
【内容】
「この字がよめる？　わがはい君文字クイズ」とし
て、歴史館の展示物に関するクイズに回答する。

6 43 小・中学生のため
の歴史教室

現状
維持

歴史館の展示から、文京区の
歴史について小・中学生の理
解を進める手助けとなるような
企画をおこなっていく。

アカデミー
推進課

文化資源
担当室

3



令和元年度　文化芸術分野事業調査結果Ａ（平成30年度実施事業）

整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 目的 内容
参加者満

足度
実績（内容） 成果 課題と改善点 担当課 担当係

予算 130 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 42 実績数 86 人 ―

申込数 86 人 ―

予算 729
当初予定数
（定員等）

303 人 ―

決算 729 実績数 313 人 103.3%

申込数 ― ―

予算 1,728
当初予定数
（定員等） 200 人 ―

決算 1,728 実績数 294 人 147.0%

申込数 294 人 147.0%

予算 2,280
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 2,004 実績数 3,152 人 ―

申込数 ― ―

予算 5,038 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 3,914 実績数 1,486 人 ―

申込数 ― ―

【分野別目標２】　文化芸術を鑑賞・創造する活動の支援

まるキャンマー
ケット～夏の陣、
冬の陣～

文化芸術に触れあう機
会の創出

文京区をまるごとキャン
パスに見立て、区内各所
において、様々な人々が
文化芸術を見て、聴い
て、体験できる様々なイ
ベントを実施する。

89％（太
鼓ワー
クショッ

プ）

文化事業
係

区内各所で様々な事業を展開すること
で、幅広い年齢層の人々に文化芸術に
触れあう機会を提供することが出来た。

事業によって集客にバラつきがあった。
現状
維持

事業内容を精査し、多くの人の
参加意欲を掻き立てるような事
業を展開していく。

アカデミー
推進課

・シャボン玉アート
【実施日】6月30日【場所】文京スポーツセ
ンター
・薪能
【実施日】7月21日【場所】肥後細川庭園
・華茶書道体験
【実施日】8月26日【場所】定泉寺
・定点ピアノ
【実施日】8月24、25日、11月16～22日
【場所】25階展望ラウンジ
・太鼓ワークショップ
【実施日】3月26日【場所】小ホール
・落書きアート
【実施日】3月31日【場所】さくらまつり会場
内

東京2020大会に向けて、日本
の伝統文化への関心が高まる
中、「かるた」の魅力を海外に発
信できる人材を多く創出し、新
たな国際文化交流の展開にも
寄与できるような事業を展開し
ていく。

アカデミー
推進課

文化事業
係

文京区にゆかりある小倉
百人一首かるたの魅力を
発信するため、講演会や
体験イベント、かるた教
室等を実施する。

89.0%

「ちはやふる」に登場する文京区のス
ポットや、区関連の百人一首関連資料
等を展示することで、「かるたの街文京」
を多くの人々に周知することができた。
また、区内中学校にかるた関連団体を
派遣することで、生徒たちに本格的な競
技かるたに触れる機会を提供することが
できた。

外国人や視覚障害者にも競技かるた
が広がりつつある今、より幅広い人々
に向けた事業が今後必要と考える。

拡充4 文03-04
かるたの街文京を
発信！

「かるた」を区の新たな
文化資源と位置づけ、
「かるたの街文京」の
魅力を発信することで
文化活動の活性化や
観光客増加を目指す。

5

文化資源
担当室

平成２９年度及び３０年度は、受付期間
最終日を待たずに定員に達する状態が
続いており、多くの方の関心を集めてい
る。
文京区ゆかりの作家の作品を課題作と
することで、多くの方がゆかりの作家及
び作品に触れる機会が増えている。

年々、受付開始日の応募者数が増えて
おり、元年度は開始日当日に定員に達
してしまった。
申込み定員の増加等の対応について、
今後、検討していく必要がある。

現状
維持

今後も文京区にゆかりのある
様々な作家にスポットをあてて
運営していく。

アカデミー
推進課

アカデミー
推進課

（公財）文
京アカデ

ミー

事業提携団体の協力を得て観客参加型
の公演を開催し、実際に和太鼓演奏を
体験する機会を提供することができた。
小ホール公演のため、演奏者との距離
が近く、迫力のある演奏が好評を得てい
る。

ワークショップは毎年定員以上の申し
込みがあり抽選となっている。引き続
き、観客のニーズにあったプログラムを
提供していく必要がある。

現状
維持

3 45 朗読コンテスト

文京区に足跡を残した
様々な作家の作品を
朗読を通して改めて接
し、新たな魅力を発見
していくことを目指す。

文化人顕彰事業の一環
として行うもので、文京ゆ
かりの作家の作品を課題
作として、朗読コンテスト
を行う。跡見学園女子大
学との大学連携により実
施する。

87.2%

79.4%2 45 観客参加型公演
文化芸術の振興を図
るため、観客参加型の
公演を実施する。

区及び（公財）文京アカデ
ミーと事業提携を結ぶ、
太鼓芸能集団鼓童の協
力により、和太鼓の演奏
体験ができる公演とワー
クショップを開催する。

事業費（千円） 実績（数） 今後の方向性

【基本的な方向性（１）】　鑑賞・参加・創造・発表の機会と場所の充実

1 45
「アートウォー
ル・シビック」へ
の作品展示

若手芸術家への支援
の一環として、創作活
動の発表の場を提供
すると共に、来庁者が
身近に芸術と触れ合う
機会を提供する。

出品募集については幅広く周知
していき、内容の充実を図る。

アカデミー
推進課

文化事業
係

区民に発表の場を与えると共に、年間通
じて美術作品等を展示することで、来庁
者が気軽に芸術と触れ合う機会を提供
することが出来た。

出品者の減少、固定化が見られる。
現状
維持

・区史写真パネル展
【実施日】4月5日～26日、7月1日～27日、
11月2日～29日
・かるたパネル展
【実施日】5月2日～31日、9月1日～27日
・ミューズネットパネル展
【実施日】6月2日～30日
・筑波大学附属学校児童・生徒作品展
【実施日】8月5日～31日
・本郷美術学院作品展～未来アーティスト
展～
【実施日】10月3日～29日
・悠友会第10回作品展「言葉のかわり
に・・・」
【実施日】12月4日～16日
・第16回美it展
【実施日】1月6日～30日
・「三匹獅子舞と東京に残る戦災樹木」展
【実施日】2月1日～27日
・「自由が好き、発想が歓び。」展
【実施日】3月3日～28日

【平成22年度～】文京シビックに“鼓童”が
やってくる！
親子で楽しむ太鼓ワークショップ　10月13
日（土）実施　14組32名
ぶんきょう交流公演　10月13日（土）実施
313名

【平成24年度～】年1回
課題作家：有島武郎、芥川龍之介、中勘
助、宮沢賢治、森鷗外、山本有三　録音審
査応募者：245名、本選：10月28日　出場
者：16名　観覧者：205名　会場：跡見学園
女子大学ブロッサムホール

・文京区×ちはやふる複製原画展
【実施日】3月16日～21日
【場所】展示室Ⅰ
【内容】「ちはやふる」複製原画等の展示、
競技かるたデモンストレーションや体験
会、袴の着付け体験を実施
・小中学校かるた教室
①茗台中学校【実施日】12月10日
【協力団体】（一社）全日本かるた協会
②第九中学校【実施日】12月14日、3月1日
【協力団体】（一社）全日本かるた協会
③第六中学校【実施日】1月19日
【協力団体】跡見学園女子大学

若手芸術家の育成を図る
ため、シビックセンターの
壁面を利用して平面美術
作品の展示を行い、同時
に区民が身近に芸術に
触れる機会とする。

―
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整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 目的 内容
参加者満

足度
実績（内容） 成果 課題と改善点 担当課 担当係事業費（千円） 実績（数） 今後の方向性

予算 1,197 当初予定数
（定員等）

27 団体 ―

決算 1,197 実績数 24 団体 88.9%

申込数 ― ―

予算 810
当初予定数
（定員等） 30 回 ―

決算 810 実績数 30 回 100.0%

申込数 ― ―

予算 9,065
当初予定数
（定員等） 120 人 ―

決算 9,000 実績数 133 人 110.8%

申込数 ― ―

予算 2,061
当初予定数
（定員等）

15 人 ―

決算 2,103 実績数 16 人 106.7%

申込数 ― ―

予算 0
当初予定数
（定員等） 12 回 ―

決算 101 実績数 12 回 100.0%

申込数 ― ―

予算 0
当初予定数
（定員等）

8 団体 ―

決算 0 実績数 8 団体 100.0%

申込数 ― ―

【基本的な方向性（２）】　文化芸術活動をする人・団体への支援

【基本的な方向性（３）】　人材の育成と活動支援

アカデミー
推進課

（公財）文
京アカデ

ミー

平成25年度より出場団体にシエナメン
バーによる2時間の事前レッスンを開
始。プロからの指導ということもあり、参
加団体から高い評価を得ている。
平成30年度から小学生部門を新設し、
参加者の幅を広げることができた。

中学校、高等学校の応募が多くある一
方、大学・一般の応募が少ない状況に
ある。開催日時等について検討する必
要がある。

現状
維持

93.9%

参加団体による実行委員会形式で事
業運営を行うため、参加学生の当事者
意識を高めることが課題となっている。

現状
維持

アカデミー
推進課

（公財）文
京アカデ

ミー

10 47 文03-01
シビックコンサー
ト

文化芸術の振興を図
るため、文化芸術活動
を行う人材の育成と活
動支援を行う。

平成28年度より指定管理事業として財
団で実施。出演する学生へ観客の前で
演奏する機会の提供となっている。ま
た、オープンスペースでの無料コンサー
トであり、誰でも気軽に音楽を楽しんでも
らうことができる。

【平成15年度～】
実施　9月8日（土）
会場　文京シビックホール小ホール
出演団体数　8団体（152名）
観覧者数　379人

11 47 文03-01
カレッジコンサー
ト

文化芸術の振興を図
るため、文化芸術活動
を行う人材の育成と活
動支援を行う。

教育機関が集中している
文京区の特徴を生かし、
区内の大学及び専門学
校の音楽クラブ・サーク
ルによるコンサートを開
催する。

83.9%

平成28年度より指定管理事業として財
団で実施。区内大学等の団体が参加
し、実行委員会を組織するため、学校間
の交流につながっている。また一般客を
招待しているため、学生が広い世代に向
けて演奏する機会にもなっている。

音量が大きい楽器について、付近の部
署への影響が課題となっている。

現状
維持

アカデミー
推進課

（公財）文
京アカデ

ミー

アカデミー
推進課

（公財）文
京アカデ

ミー

引き続き、参加者のニーズにあったプ
ログラムを提供していく必要がある。

現状
維持

アカデミー
推進課

（公財）文
京アカデ

ミー
9 47 文03-02

舞台芸術創造事業
（小ホール）

文化芸術の振興を図
るため、文化芸術活動
を行う人材の育成と活
動支援を行う。

区民を対象に演劇公演
の開催を目標とする講習
会を実施し、卒業公演を
開催する。

80.0%

平成29年度からは新たな講師を迎えて
内容を一新した。卒業公演では舞台手
話通訳を取り入れる等により、観客から
も高い評価を得ている。

【平成8年度～】音楽劇ワークショップ　“ぶ
んきょう演戯塾”
講習会　6月～2月の週2回、延べ66回実
施
受講者数　16名
公演　2月3日（日）実施　442名

8 47 文03-02
舞台芸術創造事業
（大ホール）

文化芸術の振興を図
るため、文化芸術活動
を行う人材の育成と活
動支援を行う。

合唱団の応募について定着が見られる
が、パートによって応募数にバラつきが
あることが課題となっている。

現状
維持

（公財）文
京アカデ

ミー

個別レッスンに近い形で実施されてお
り、クリニックを受けた各校から高い評価
を得ている。

普段の練習状況やどのような指導を希
望しているか等、各校の状況について
事前に細かく把握した上で、指導にあ
たることが求められている。

現状
維持

アカデミー
推進課

【平成12年度～】CITTADINO歌劇団 第19
期生
講習会　平成30年8月～平成31年2月まで
週1～2回実施　延べ56回
受講者数　キャスト17名　合唱団116名
公演　2月17日（日）実施　1,481名

区民参加事業でありながら、オーケスト
ラ伴奏、舞台セットを組んだ本格的なオ
ペラ上演であり、好評を得ている。合唱
団には毎年100名以上の応募があり、定
着が見られる。

7 46 文03-01 楽器演奏指導

文化芸術の振興を図
るため、文化芸術活動
を行っている人・団体
の支援を行う。

区立中学校の吹奏楽部
員を対象に、事業提携を
結ぶシエナ・ウィンド・
オーケストラ団員が楽器
演奏指導を行う。

―

【平成23年度～】中学生のための吹奏楽ク
リニック
7月9日（月）～7月31日（火）実施　120名
（全30回・区立中学校10校）

6 46 文03-02
吹奏楽アンサンブ
ルコンテスト

文化芸術の振興を図
るため、文化芸術活動
を行っている人・団体
の支援を行う。

公募したアンサンブル団
体に事業提携を結ぶシエ
ナ・ウインド・オーケストラ
の団員が演奏指導した上
で、演奏の講評・表彰を
行うコンテストを開催す
る。

【平成22年度～】第9回 シエナｄｅアン・コ
ン！～アンサンブルコンテスト～
12月26日（水）実施　402名（4部門・出場24
団体）

クラッシック、ポップス、
ジャズ等、様々なジャン
ルの音楽を、区内の大学
及び専門学校生が演奏
するランチタイムコンサー
トを実施する。

―

区民を対象にオペラ公演
の開催を目標とする講習
会を実施し、卒業公演を
開催する。

80.2%

【平成８年度～】
日時　毎月1回開催（原則第4水曜日）12：
15～12：45
会場　区民ひろば
観覧者数　延べ2,382人

4



令和元年度　文化芸術分野事業調査結果Ａ（平成30年度実施事業）

整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 目的 内容
参加者満

足度
実績（内容） 成果 課題と改善点 担当課 担当係

予算 153 当初予定数
（定員等）

150 人 ―

決算 145 実績数 134 人 89.3%

申込数 265 人 176.7%

予算 520
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 515 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 ― 当初予定数
（定員等）

210 人 ―

決算 ― 実績数 132 人 62.9%

申込数 150 人 71.4%

予算 ―
当初予定数
（定員等）

240 人 ―

決算 ― 実績数 126 人 52.5%

申込数 144 人 60.0%

【分野別目標３】　「文の京」の文化を守り、伝え、活用する仕組みづくり

アカデミー
推進課

森鷗外記
念館

森鷗外記
念館

4 48 新・観潮楼歌会
幅広い芸術に触れる機
会を企画、提案する。

森鷗外を中心に多くの文人た
ちが集い、交流した「観潮楼
歌会」にちなみ、幅広い文化・
芸術体験事業を展開する。

98.0%
音楽、短歌と幅広い芸術に深く触れる
ことにより、鷗外への興味や展覧会へ
の誘客にも繋がった。

鷗外の作品や遺品を参考に、手紙やく
ずし字など文字を通した学びを体感、
参加者の満足度も高かった。

子ども向けワークショップの申し込みが
低調なので、夏休みの計画を立てる前
に早期に広報に着手し、わかりやすい
内容の広報を心がけていく。

現状
維持

様々な年齢の方々が参加でき
るような企画も盛り込む。

アカデミー
推進課

48
文の京ワーク
ショップ

参加者の満足度は大変高かっ
たものの、連続講座は募集に
苦戦したため、開催方法を再考
する。

48 文01-01
文京ゆかりの文化
人顕彰事業

森鷗外をはじめとする、
さまざまな分野の文化
人を顕彰し、文京区の
多様な文化的資源を広
く発信する。

文京区に足跡を残した文化
人を顕彰し、多様な文化的資
源の継承、発掘及び情報発
信を進める。年度ごとに生誕
没後などの記念の年にあた
る文化人を中心に、朗読コン
テスト、講演会等の顕彰事業
を実施する。

【平成26年度～】
日本画家・横山大観（生誕150年・没後
60年）、嘉納治五郎（没後80年）を中心
に顕彰事業を実施。
事業リーフレット発行（年1回）：Ｂ４両面
三つ折　7500部発行・配布
歴史講演会：12月6日「横山大観―芸
術維新に臨んだ男たち―」講師：横山
浩一氏（幸田露伴曾孫・横山大観記念
館執行理事）　参加者：278名　会場：文
京シビックホール小ホール
史跡めぐり：10月12日「横山大観ゆかり
の地を辿る～湯島から谷中へ～」　案
内：文京ふるさと歴史館友の会「まち案
内」ボランディアガイド　参加者30名
朗読コンテスト：別記№〓

参加費が高額だったからか、参加が伸
び悩んだため、次回からは回数やター
ゲットなどを考慮した企画を行う。

―

・顕彰事業としては始めて美術家（日本
画家）を対象として顕彰事業を行った。
本区ゆかりの幅広い文化人を紹介する
ことができた。
・文化人ゆかりの地を実際に訪ねること
や、子孫による講演を聞くことで、文化
人についてより詳しく伝えることができ
た。

・「夏休み読書感想文教室」全2回：講
師 千葉尊子氏（全国学校図書館協議
会講師）
【実施日】8月12日、8月19日
【場所】当館2階講座室
・「一筆箋で美文字レッスンと書き方の
作法」全2回：講師 むらかみかずこ氏
（一般社団法人手紙普及協会代表理
事）
【実施日】10月23日、11月23日
【場所】当館2階講座室
・「文豪の自筆で学ぶ<くずし字>『舞姫』
から『坊ちゃん』まで」全2回：講師 出口
智之氏（東京大学特任教授）
【実施日】2月1日、8日
【場所】当館2階講座室

・「短歌を楽しむ」全2回
【実施日】10月29日、11月12日
【場所】当館講座室

・「奥田佳道のクラシック音楽講座」全4
回
【実施日】10月10日、24日、11月7日、
21日
【場所】当館2階講座室

・毎年、記念の年を迎える文化人を顕
彰対象としてきたが、事業実施から6年
が経ち、ほぼ一巡してしまった。今後、
対象文化人の選定に新たな視点や工
夫、切り口を加える必要がある。

事業費（千円） 実績（数） 今後の方向性

【基本的な方向性（１）】　地域の伝統や歴史に親しむ機会と場所の提供・充実

1 48 史跡めぐり

地域の歴史・文化財を
ガイドの解説を聞きなが
ら歩いて実見することに
より、文京区の歴史・文
化の普及・啓発を図る。

今後の更なる高齢者層の増加
に伴い、健康と生きがいづくりを
兼ねた事業への需要はさらに
高まることが予測され、気軽に
楽しみながら、QOLの向上が図
れる史跡めぐりは継続していく
価値があると考える。

アカデミー
推進課

文化資源
担当室

・歴史に特化したテーマ設定を工夫し、
同じ場所・史跡でも異なった楽しみや価
値を見出すことができている。
・友の会ガイドの案内はアンケートでも
満足度が高いのと、固定ファンも多く、
一定の評価を得ている。同時にガイド
の学習成果を発揮する場ともなってい
る。

申し込み後と、当日キャンセルが全体
の約1割ほどあるため、その対応が課
題である。

現状
維持

【平成18年度～】年3回
第1回　6月8日 「茗荷谷界隈の大学
キャンパス探訪」47人参加
第2回　11月13日　「文京さんぽ―本駒
込・千駄木の細道をめぐる―」49人参
加
第3回　3月16日　「神田上水をたどる
（本郷編）」　38人参加
案内／文京ふるさと歴史館友の会「ま
ち案内」ボランディアガイド

年３回、文京ふるさと歴史館
友の会との協働事業として、
テーマを考え、区内及び近隣
の歴史散歩を実施していま
す。特別展や収蔵品展など、
歴史館の展示に因んだテー
マでも行っている。

―

拡充

・顕彰対象文化人として、その
年に話題となった文化人や、協
定締結都市と双方にゆかりの
ある文化人を顕彰対象とするな
ど、顕彰対象の範囲を広げてい
く必要がある。

現状
維持

アカデミー
推進課

文化資源
担当室

3

鷗外、文学、日本語、文
化などをテーマとしたプ
ログラムを企画し実施、
多くの体験を提供する。

「現代の観潮楼＝交流サロ
ン」として、森鷗外を中心テー
マに幅広い利用者をひきつけ
る多彩な事業を展開する。持
続的な集客を図るとともに森
鷗外や「文の京」を広く発信
する。

96.6%

2

5



整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 目的 内容
参加者満

足度
実績（内容） 成果 課題と改善点 担当課 担当係事業費（千円） 実績（数） 今後の方向性

予算 2,928 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 2,577 実績数 1,550 人 ―

申込数 ― ―

予算 99 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 95 実績数 274 人 ―

申込数 22 人 ―

予算 495 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 360 実績数 18人 ―

申込数 ― ―

予算 ― 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 ― 実績数 823 人 ―

申込数 ― ―

予算 360 当初予定数
（定員等）

7 人 ―

決算 127 実績数 1 人 14.3%

申込数 1 人 14.3%

予算 3,381
当初予定数
（定員等）

24 回 ―

決算 2,723 実績数 24 回 100.0%

申込数 ― ―

【基本的な方向性（２）】　「文の京」の伝統文化を守り、伝える人材の育成と活動支援

経済課
産業振興

係

8 49

9 49 技能名匠認定事業

ものづくりに携わってい
る技術者の社会的評価
を高め、伝統技術、技法
の維持向上と技術習得
意欲の促進を図る。技
術者の地位向上と後継
者を確保することによ
り、区内産業の振興及
び発展を図る。

永く同一職業に従事し、経験
が豊かで、物を造る技術が非
常に優れ、製作物に信頼性
があり、かつ、後進の指導及
び育成に積極的な方を技能
名匠者として認定する。

―

文京区技能名匠者を認定したことで、
ものづくりに携わっている技術者の社
会的評価を高め、伝統的技術、技法の
維持向上と技術習得意欲の促進を図
ることができた。

森鷗外記念館解説
ボランティア

来館者への解説と共
に、ボランティア自身の
スキルアップ、文京区の
観光振興に寄与する。

解説ボランティアを養成し、自
主的な活動を促進する。新た
な活動を企画し、活動のブ
ラッシュアップとともに、文京
区の文学館としての機能強
化を図る。

―
アンケートの自由回答欄には、分かり
やすかった、また利用したいというご意
見も多かった。

事業実施当初に比べ年度ごとの認定
者数が落ち着いてきている。更なる事
業周知に努めたい。

現状
維持

文化資源
担当室

・ガイドから積極的に来館者に声がけを
行うなど、利用促進を図っており、利用
者の理解が深まるとともに、多くの感謝
の言葉をいただいている。
・ガイド就任時や定例の研修を行うこと
でガイドのスキルアップを図り、また解
説活動がガイドの学習成果の発表の
場ともなっている。

・ガイドの利用者増に向けた周知広報
が必要である。
・ガイドのさらなるスキルアップや、新し
い人材の育成、確保が必要である。

現状
維持

今後もガイド活動を通じて区の
歴史・文化を来館者にわかりや
すく伝えていくとともに、ガイド自
身の学習や発表の場としての
活動を支援していく。

アカデミー
推進課

展示室では、解説の声が大きいという
意見があったり、参加者が多いと声が
聞こえない、という意見、両方があるた
め、都度、柔軟な対応が必要である。

現状
維持

多くの方にご利用いただけるよ
う、研修を重ねスキルアップを
図る。

アカデミー
推進課

森鷗外記
念館

7 49
文京ふるさと歴史
館常設展示解説ボ
ランティア

ふるさと歴史館友の会
会員有志による解説ボ
ランティアを養成し、来
館者への案内を行うこと
により、文京区の歴史・
文化の普及を図る。

毎週土日の午後1～５時に２
名、また団体等からの希望日
時に、ふるさと歴史館内の展
示内容について、来館者に声
を掛け、文京区の歴史につい
て関心を深めてもらうガイド
案内を行う。

―

―

アカデミー
推進課

文化事業
係

6 49
文京ふるさと歴史
館友の会の支援

文京ふるさと歴史館友
の会の自主的な活動を
支援し、地域の現状や
歴史・文化を知るための
学習機会の充実を図
る。

・活動場所の提供、主催事業
「まち案内」の受付取次、自
主事業への助言・協力などの
支援を行っている。

文京区らしさを生かした芸術
文化の創造・発信と、事業を
通じた交流を目的として実施
しているプロジェクト。演劇、
音楽、伝統芸能、美術など
様々な分野のイベントを対象
としており、全国規模の芸術
文化団体や、全国の自治体
との協働（共催）により、特色
を生かした創造的な活動とそ
の成果の発信を通じて、文の
京・文京を広くアピールする。

―

様々な自治体と協力することで、全国
の様々な文化芸術を区民に発信するこ
とが出来た。
また、H30年度は盛岡市と友好都市提
携を締結し、区民ツアーやさんさ踊り
ワークショップ等、新たな事業を実施
し、区民に盛岡市の伝統芸能等の魅力
を伝えることが出来た。

友好都市を締結した後、どのような手
段でそれを住民に浸透させていくかが
課題である。

拡充5 48 文01-02
「文の京文化発信
プロジェクト」

各自治体と協力すること
で、全国の文化芸術や
伝統芸能等に区民が親
しむ機会を提供する。

アカデミー
推進課

文化資源
担当室

・歴史館の協力団体として、自主的な
活動が円滑かつ充実して行われてい
る。
・歴史館主催事業に対して友の会から
の積極的な協力を得れらている。
・友の会主催事業において歴史館への
誘客が効果的に行われている。

・新規会員を増加させるため、効果的
な広報活動を検討する必要がある。

現在、非常に良好な関係で相
互の事業協力が行われてい
る。今後も引き続き、より良い協
働関係を維持するため、様々な
支援を行っていく。

【平成25年度～】
毎週土・日曜午後、事前申込により随
時実施（平成30年度　年間従事日数：
土日祝／115日）、ガイド：15名
延べ利用人数／823名

文京区技能名匠者として1名を認定し
た。

・魚沼キッズミュージカル「心結び」
【実施日】4月15日【場所】小ホール
・啄木学級
【実施日】7月6日【場所】小ホール
・かなざわ講座
【実施日】12月21日【場所】スカイホール
・石見神楽
【実施日】2月23日【場所】小ホール
・盛岡さんさ踊り文京区民ツアー
【実施日】8月2日～3日
・文京区・盛岡市友好都市提携調印式
【実施日】2月20日【場所】ホテルメトロ
ポリタン盛岡ニューウィング
・盛岡さんさ踊り体験ワークショップ
【実施日】3月3日、9日【場所】多目的室
・盛岡さんさ踊りパレード
【実施日】3月31日【場所】播磨坂

【平成3年度～】
友の会自主企画事業（講演会・発表会
3回、史跡めぐり・見学会等7回）、役員
会（月1回）、会報・花時計発行（年4
回）、まち案内ボランティアガイド（30回
参加者：595名）、石碑調査協力（教育
委員会事業）ほか

【平成25年度～】
毎週土・日曜午後、事前申込により随
時実施（平成30年度　年間従事日数：
土日／100日、平日／6日）、ガイド：18
名
延べ利用人数／657名

来場者数、体験者数ともに昨年度より
増加し、広く伝統工芸の魅力を発信す
ることができた。

今後も事業周知に力を入れ、更なる集
客に努めたい。

現状
維持

経済課
産業振興

係
10

毎月2回、計24回不忍通りふれあい館
でイベントを実施した。

令和元年度には金沢市と友好
交流都市協定を締結するため、
より一層、住民レベルの交流に
力を入れていく。

現状
維持

文02-01
「来て見て体験」
文京の伝統工芸

東京２０２０オリンピック・
パラリンピック競技大会
に向け、ものづくりに関
心のある区民や国内外
の観光客の集客を図
り、伝統工芸の魅力を
発信する。

毎月2回不忍通りふれあい館
で「来て見て体験」文京の伝
統工芸を実施する。

―

6



整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 目的 内容
参加者満

足度
実績（内容） 成果 課題と改善点 担当課 担当係事業費（千円） 実績（数） 今後の方向性

予算 5,937 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 4,751 実績数 3,837 人 ― 90.0%

申込数 ― ―

予算 829 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 807 実績数 2,579 人 ―

申込数 ― ―

予算 ―
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 ― 実績数 20,288 人 ―

申込数 ― ―

予算 0 当初予定数
（定員等）

0 ―

決算 0 実績数 0 ―

申込数 0 ―

予算 26,205 当初予定数
（定員等）

125 件 ―

決算 25,302 実績数 95 件 76.0%

申込数 ― ―

予算 1,485
当初予定数
（定員等）

372 人 ―

決算 1,090 実績数 348 人 93.5%

申込数 1,553 人 417.5%

【基本的な方向性（３）】　文化資源の再発見と保存・活用の推進

文京ふるさと歴史
館収蔵品展

ふるさと歴史館の資料
を活用し、普段展示でき
ない館蔵資料を紹介す
ることで、集客につなげ
る。

文京区の歴史や文化に関す
ることをテーマに設定し、資
料収集、調査研究した成果を
多角的に掘り下げた館蔵資
料を中心とした収蔵品展を開
催する。

引き続き、現在保持している映
像利用の保存及び管理を行っ
ていく。

アカデミー
推進課

文化事業
係

①今後も、補助金及び奨励金の交付申
請があったところに対して補助金及び
奨励金の交付を行っていく。

②事業計画を今後も所有者に送付し、
指定文化財の確認を行っていく。

③文化財及び坂道標示板の維持管理
を実施し、必要であれば建替等を行っ
ていく。

現状
維持

教育総務
課

文化財保
護係

館蔵資料をさまざまなテーマや
多角的な視点で展示・活用する
ことで、地域資料の価値の再発
見を進めていく。

アカデミー
推進課

文化資源
担当室

16
「文の京」歴史再
発見～江戸から明
治～

江戸から明治へ、時代
が移り変わって150年の
節目を迎える年に、文
京区に屋敷を構えてい
た大名に関する事業を
展開することで、区の観
光資源の成り立ちや歴
史の再認識を行う。ま
た、大名の地元の自治
体と連携することで、新
たな自治体連携の一助
とする。

①「文の京」歴史再発見
全国の大学生からj区と関わ
りのある大名家に関するレ
ポートを募集する。
②殿様サミット
区と関わりの深い大名家等
の当主らを招いたシンポジウ
ムを開催する。

84.0%

・「文の京」歴史再発見レポート募集
【募集期間】5月25日～9月10日
【応募件数】1件
・殿様サミット
【実施日】11月4日【場所】小ホール（パ
ブリックビューイングを区民ひろばで実
施）
【登壇者】徳川斉正氏、阿部正紘氏、細
川護光氏、前田利祐氏

殿様サミットには多くの方からの申込が
あり、急遽開催したパブリックビューイ
ングも満席になるなど、多くの人々に区
の歴史や大名家との繋がりを知っても
らうことが出来た。

レポート募集については応募件数がわ
ずか１件に留まり、事業の趣旨を広く周
知することに課題が残った。

終了
H30年度単年度事業のため、終
了。

アカデミー
推進課

文化事業
係

15 文01-05
指定文化財等の保
護・保存と管理

指定文化財を保護し、
広く区民に周知してい
く。

文化遺産等の維持・保全と活
用のため①～③を行う。
①国・都・区指定文化財を保
護するためにその修理事業
に対して補助金を交付すると
ともに区指定文化財に対して
奨励金を交付する。
②区指定文化財を調査・記録
し、保護に努める。
③区内の文化財を広く区民
に周知するとともに、区民の
文化財に対する理解と認識
をうながすため、文化財・坂
道標示板の維持管理及び新
設を行う。

―

①補助金の交付申請があったところに
対しては、補助金の支払いを行った。
　 奨励金の交付申請があったところに
対しては、奨励金の支払いを行った。

②j事業計画を送付したところ、6件の補
助金申請の希望があった。

③塀の建替に伴う標示板の移設及び
古くなった等の標示板の建替を行っ
た。

14
映像資料調査・保
存事業

貴重な映像資料を地域
の文化資源として後世
に残すことを目的に実
施する。

貴重な映像資料を地域文化
資産として後世へ継承するた
め、区民等から区内の過去
の情景や風俗等が記録され
ている８mm・16mmフィルムを
収集し、デジタル化による保
存作業を行う。また、これらの
映像資料を20分程度の映像
作品として編集・加工し、
BGMやナレーションを加えた
上でDVD化する。

―
外部からの問い合わせに対し、貸出の
可否や手続きを随時対応している。

①補助金の交付申請：14件　　22,759
千円
　 奨励金の交付申請：71件　　  1,230
千円

②区指定文化財に対し、次年度補助金
申請の有無を確認するため事業計画
を送付：33件

③文化財・坂道標示板：移設1基、建替
3基

文京区の歴史や文化に関す
ることをテーマに設定し、資
料収集、調査研究した成果を
多角的に掘り下げた特別展
を開催する。

文京区史をはじめとする、過去の刊行
物・書籍等では取り上げられる機会の
無かった歴史や文化を再発見し、周知
することができた。

特になし
現状
維持

平成30年は、はじめての出会い・新し
い発見など「地への誘い」を意識した特
別展を2回、鷗外に関する興味を深め
る「地の探求」を目指した通常展期間中
のコレクション企画を2回展開した。年
間テーマを「旅」とし、鷗外の経験や作
品を通して、場所や時空を超えた様々
な鷗外の「旅」を紹介した。

H30年度は新たに映像を収集したり活
用することはせず、現在保持しているも
のの保存に努めた。

展示方法や展示解説などで、改善する
余地がある。

現状
維持

90.0%

文京区の歴史や文化に関することを
テーマに設定し、資料収集、調査研究
した成果を多角的に掘り下げた館蔵資
料を中心とした収蔵品展を開催する。

文京区の歴史や文化に関わる資料を
テーマに沿って展示し、館蔵資料の多
様性を周知することができた。

これまで光のあたりにくかった
文化資源の発掘と活用に向け
て、来館者のアンケートなどを
元として改善点を抽出し、より
魅力ある事業としてゆきます。

アカデミー
推進課

文化資源
担当室

13
森鷗外記念館特別
展・コレクション
企画

森鷗外の功績を普及し
後世へ伝え、文化芸術
を教授する。

森鷗外の作品や人生に関連
することをテーマに、資料収
集、調査研究した成果を、特
別展及び館蔵品を中心とした
コレクション企画として実施す
る。

95.0%
鷗外の残した作品以外にも、行動や姿
勢、多くの側面を展覧会を通して伝える
ことができた。

来館者や研究者からの評判は良好
だったが、報道機関等に取り上げられ
る機会が少なく、広報が進まなかった
ので、今後は展覧会タイトル等に工夫
をする。

現状
維持

特別展、コレクション展と内容を
見極め、新たな側面から鷗外を
顕彰できるようにする。

アカデミー
推進課

森鷗外記
念館

11
文京ふるさと歴史
館特別展

館蔵資料に加えて、他
の博物館施設などから
資料を借用して、本区の
歴史や文化、ゆかりの
人物を紹介し、文の京
の魅力を発信する。

12

開館から四半世紀を経過し、来館者数
が頭打ちの傾向にあり、新規来館者の
増加について検討する必要がある。

現状
維持

文京区の歴史や文化に関することを
テーマに設定し、資料収集、調査研究
した成果を多角的に掘り下げ館蔵資料
を主体に、他機関で所蔵する資料を借
用して特別展示を開催する。
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整理
No.

頁
実施計画
事業番号

事業名 目的 内容
参加者満

足度
実績（内容） 成果 課題と改善点 担当課 担当係事業費（千円） 実績（数） 今後の方向性

予算 2,409 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 1,703 実績数 505 人 ―

申込数 ― ―

予算 6,447
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 6,418 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 415
当初予定数
（定員等）

6,500 部 ―

決算 392 実績数 6,500 部 100.0%

申込数 ― ―

予算 ― 当初予定数
（定員等）

24,000 部 ―

決算 ― 実績数 24,000 部 100.0%

申込数 ― ―

【基本的な方向性（４）】　文化資源に関する情報収集・整理と発信

アカデミー
推進課

文化資源
担当室

現状
維持

区内博物館、美術館、庭園
等、文化・芸術に関する施設
が「文の京ミュージアムネット
ワーク」（文京ミューズネット）
として連携し、各施設の特色
や個性を発信する。

―

ミューズマップは、各加盟施設のほか、
25階展望台、ドームホテル、東京都
庁、台東区上野美術施設など区内外に
広く配架し好評を得ており、広くミュー
ズ施設の魅力を発信することが出来て
いる。

アカデミー
推進課

アカデミー
推進課

森鷗外記
念館

19 51
文京ふるさと歴史
館だより・年報の
発行

文京ふるさと歴史館の
事業や調査研究の成果
等を紹介する。

ふるさと歴史館の事業や調査
研究成果等を紹介するものとし
て、毎年作成する。

20 51
森鷗外記念館
ニュース・年報の
発行

森鷗外記念館の事業調
査研究の成果等を紹介
する。

森鷗外や文学に関する情
報、記念館の事業、調査研究
成果等について周知する。

―
区内施設・関係機関・来館者などに事
業の周知ができた。

発行部数が限られているため、協力先
等へは必要枚数が必ず届くよう調整し
ている。

現状
維持

文京の歴史・文化に関する情
報や、歴史館の事業、調査研
究成果等について周知する。

―

文京の歴史・文化に関する情報や、歴
史館の事業、調査研究成果等について
周知した。
30年度実施の特別展・収蔵品展等の
各種事業、資料収集、調査研究の成果
等を掲載した。また年報の巻末には館
蔵資料である高崎屋（渡辺家）資料目
録を掲載した。

区内施設・関係機関・来館者などに事
業の周知ができた。

若干、残部があったので、今後は積極
的に配布するように努める。

現状
維持

内容をその都度検討しながら、
引き続きミューズ施設の魅力を
幅広く周知するべく事業を展開
していく。

森鷗外記念館の事業や調査研
究成果等を紹介するものとし
て、毎年4回作成する。

文化事業
係

18 51
コンピューターに
よる館内閲覧シス
テム

地域の歴史や文化資源
に関する情報を集約し、
ふるさと歴史館来館者
が、自身で知りたい情報
を閲覧できる環境を提
供する。

文京ふるさと歴史館の館内
閲覧システムにより、本区の
豊富な文化遺産の情報を発
信し、区民や研究者の調査・
研究活動に資することを目指
す。

―
処理スピード及び操作性を向上させ、
より使いやすい仕様とした。
多くの来館者が利用している。

開館以来使用しているコンテンツが一
部残っており、現在の技術に適用した
仕様への変更が求められている。

拡充

現在は、古い技術により構築さ
れているシステムを徐々に新し
い記述への構成に変更してい
る。これらの変更が終了した後
は、新しいコンテンツの開発を
検討する必要がある。

アカデミー
推進課

文化資源
担当室

17 51
文の京ミュージア
ムネットワーク

本区の特色ある文化・
芸術資産に身近に触れ
る機会を区民に提供し、
文の京ミュージアムネッ
トワークのより一層の周
知を図ることを目的に実
施する。

ミューズフェスタは出展施設が固定化し
つつあり、入場者数も減少傾向である。

森鷗外記念館における展覧会告知・報
告、イベント等の活動報告、所蔵資料
の「紹介を掲載した。

・ミューズネット会議
【実施日】6月22日【場所】スカイホール
・ミューズマップ2018-2019の発行
【部数】日本語版：60,000部、英語版：
5,000部
【発行時期】日本語版12月、英語版2月
・ミューズフェスタ
【実施日】12月20日【場所】展示室Ⅰ
【内容】
ブース出展は14施設、チラシ・ポスター
展示10施設が参加。

平成30年度はサーバー1台、PC7台プ
リンター2台外PC機器の入替えを実施
した。
閲覧用コンテンツに間違い探しと双六、
定点観測の新規撮影データを追加し
た。
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